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研究成果の概要（和文）： 模倣および模倣を介した学習は、言語を含むヒトのコミュニケーションや文化習得過程、
あるいはその神経学的基盤に迫る上で極めて重要なトピックである。本研究では「mimicryとimitationとが発達的・進
化的にどのように相互関係を有するのか」そして「その過程にヒト特異性がいかに介在するか」についての実証的検証
を、自閉症スペクトラム児とチンパンジーで検討した。その結果、自閉症スペクトラム児は１歳を超えると自発的な動
作同調をおこなうこと、さらに大人オスチンパンジー１頭が実験者の動作の同期をはかることが明らかとなった。さら
に自閉症幼児もチンパンジーも動作同期に伴い正の情動を表出することを確認した。

研究成果の概要（英文）：Humans tend to synchronize behaviors with the partner for interaction, resulting i
n functioning to form social bonding. However, there is little report that non-human primates synchronize 
behaviors spontaneously with the other individual. We examined if similar tendency of spontaneous synchron
ization of actions with others can be observed in a chimpanzee. The experimenter faced with subject throug
h a cage interacted with him. After the warm-up period, experimenter initiated jumping or swinging repeate
dly, popular behavioral repertoires for subject, when subject did not do so. In addition, experimenter ins
erted a violation of the rhythm on the purpose of observing subject's reaction in the course of synchroniz
ed jumping or swinging. The analysis of the video recording suggested that the chimpanzee spontaneously im
itated action of experimenter, regulated the pace of action, adjusting the action of the human, and he exp
ressed positive facial expression during synchronization.
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科研費の分科・細目：

認知科学

キーワード： 同調　自発的模倣　社会的結合　チンパンジー

1201



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 模倣および模倣を介した学習は、言語を含
むヒトのコミュニケーションや文化習得過
程、あるいはその神経学的基盤に迫る上で極
めて重要なトピックであり、国内外の多くの
研究者がその発達的・進化的起源に注目し解
明に力を傾注してきた。近年では、他者の意
図・心の理解や、社会的な好み、内集団びい
きといった喫緊の社会的問題に個体レベル
でアプローチする重要な手がかりとしても
注目される。ここ 10 年の注目すべき現象と
して、目的となるゴールとは無関連なはずの
行動までコピーしようとするヒト幼児にみ
られる（しかしチンパンジーにはみられな
い）「過剰模倣」（Horner & Whiten, 2005; 
Lyons,et al, 2007）を挙げることができる。 
 19世紀以来の模倣研究史を振り返れば、模
倣にかかわるトピックは当初、ヒトにおける
「姿勢反響」(behavioral echo)や広い動物種
にわたる「模倣傾向」を含めた広い文脈で取
り扱われてきた。その後、模倣という過程の
全体像を把握し実証研究の対象とする基礎
として、その文脈を整理し、生成過程の複雑
さや自動性／意図性を考慮して模倣的行動
を分類する作業  (例えば Tomasello,et 
al,1993) を基礎に、研究はここ 20 年で大き
く進展した。ヒトの本性を明らかにする上で、
ヒト特異的な模倣の側面を実証的に示すこ
とには大きな意味があり、このような急速な
進展は注目に値する。 
 しかし一方で、知見が蓄積されるにつれ、
複雑性を反映した分類に基づいて「真に意図
的で、ヒト的な模倣」を頂点に、多様な模倣
過程を序列的に捉えるという(多くの研究で
ナイーブに想定されてきた)スキーマを再検
討する必要性が増してきた。従来の研究の検
討対象が「道具や対象操作を伴い、かつ、報
酬が関与する特定のゴールが設定された条
件下での模倣」に限られがちであった方法論
的問題にも注意を払う必要が生じている。具
体的には例えば、比較的自動的な過程を想定
されるmimicryが、動作者の意図を前提とす
る imitation 成立の前段階として捉えられる
傾向が強いのも上述したスキーマに由来し
ていると思われる。 
 これらから導き出される、模倣現象の全体
像を再構築しヒト理解の基礎に資するため
の今後の課題は、「mimicryと imitationとが
発達的・進化的にどのように相互関係を有す
るのか」、そして「その過程にヒト特異性が
いかに介在するか」についての、実証的で詳
細な検証である。社会を構成する基礎プロセ
スを解明しヒトの本性に迫るためには、近年
の模倣研究が積極的に取り扱ってきたとは
言えないこれらのトピックを、新たな研究パ
ラダイムを創出することによって実証的研
究の俎上に載せる時期が来ている。 
 
２．研究の目的 
 上述の学術的背景から本研究は、以下の研

究課題を解明する。 
 A:自閉症スペクトラム幼児における自発
的な姿勢・動作同調の出現時期の特定 
著者らは既に先行研究で、同一の玩具を対で
用意した対面遊び条件下で、定型発達の 18
ヶ月児が実験者と同じ玩具を使い遊ぶ傾向
を見出し、自発的な模倣傾向がこの時期に存
在することを示している。これを踏まえて、
自閉症スペクトラム幼児の自発的模倣傾向
の出現時期をあきらかにする。 
 B:自閉症スペクトラム幼児における模倣
が他個体との社会的糊として機能しはじめ
る時期の特定 
他者による模倣を認知することの機能とし
て「社会的糊としての機能」を想定し、実証
的に検討する。この可能性については 1970
年代にエソロジストや社会心理学者が理論
的な指摘を行いつつも、実証研究は未だ進ん
でいるとはいえない。模倣（姿勢・動作の同
調）の機能としての自他の類似性検出や社会
的糊の重要性を反映した所謂「カメレオン効
果」を実証的に示したヒト・類人猿での研究
（van Baaren, et al, 2003; 2004; Devila, et 
al, 2007）は、注目すべき近年の動向である。
自閉症スペクトラム児者の療育手法として
の「逆模倣」も、社会的糊機能を基盤とした
ものであり、その効果機序を明らかにするに
も、この研究を遂行する必要性は高い。著者
は既に、対面での遊び場面において定型発達
の 18 ヶ月児は、実験者が同じ玩具で同じ動
作を行うと、実験者への注視や接近が増加す
ることを確認している。類似の状況で実験者
の動作同調が自閉症スペクトラム幼児にお
ける社会的糊の機能を果たす可能性・その出
現時期を検討する。 
 C:ヒト以外の動物においても模倣認知が
社会的糊として機能する可能性の検討 
近隣動物園等の協力を仰ぎ、実験経験のない
飼育チンパンジーを対象としたケージ越し
の実験を行って、直接的な強化・報酬の伴わ
ない状況下での自発的模倣傾向を実証的に
検討する。ヒト以外の生物においてこのよう
な行動は世界的にも未だ報告されていない
が、著者らの予備的録画映像分析により、成
体オスチンパンジー1 頭が、対面遊び場面に
おいて実験者の行動に対して自らの動きを
調整し同調をおこなう傾向が見出されたた
め、さらに個体数を拡大して現象の詳細な把
握を行う。 
 
３．研究の方法 
 A:自閉症スペクトラム幼児における自発
的な動作同調の出現時期の特定 
 対象月齢：著者らの先行研究から、同一の
玩具を対で５種類用意し、乳幼児と実験者の
２分間の対面遊び条件下で、生後 18 ヶ月以
降の定型発達の幼児は実験者と同じ玩具同
じ動作をおこなった。この先行実験で生後 18
ヶ月から自発的模倣が出現していることか
ら、研究対象月齢を精神年齢 12 ヶ月児以上



の自閉症スペクトラム幼児に設定した。 
 方法：可能な限り自然な状況で、同一の玩
具を対で５種類配し実験者との２分間の対
面遊び条件下での幼児の姿勢や動作をマル
チアングルで記録した。実験者は自分の前の
おもちゃを使って２分間遊んだ。幼児が実験
者と同じおもちゃで遊び始めたら、実験者は
５秒後に別のおもちゃに変えて遊び続けた。 
  マルチアングルで記録したビデオ映像を
スプリッターで合成し、厳密な同期を確保し
た上でコマ単位での分析を ELAN を用いてお
こなった。 
 
B:模倣が他個体との社会的糊として機能し
はじめる時期の特定 
 対象月齢：著者は先行研究において、同一
の玩具を対で５種類用意し、定型発達幼児の
「行動をすべて模倣する／模倣しない」とい
う条件で対面遊びをおこなった。その結果、
生後18ヶ月から実験者に模倣された場合に、
幼児の実験者への注視時間・接近が、模倣さ
れなかった場合より増加した。そこで本実験
では研究対象精神年齢を自閉症スペクトラ
ム幼児、12ヶ月児以上に設定した。 
 方法：数種類の玩具を用意し、実験者との
7 分間の対面遊びを、実験者が幼児の「行動
を模倣しない/模倣する／模倣しない」条件
を 2/3/2 分間ずつ行った。マルチアングルで
記録した。マルチアングルで記録したビデオ
映像をスプリッターで合成し、厳密な同期を
確保した上でコマ単位での分析を ELAN を用
いておこない、対象児の実験者への接近・実
験者への注視時間を測定した。 
 
C:ヒト以外の動物においても模倣認知が社
会的糊として機能する可能性の検討 
 北九州市到津の森公園で、模倣等の実験経
験のない飼育チンパンジーを対象（S）とし
た。実験者はSとケージ越しに対面遊びの後、
ジャンプあるいはスウィングの行動を随時
繰り返し、S の反応をマルチアングルで記録
した。模倣に対する直接的な強化は一切行わ
なかい。更に、実験者が行動の速度を変化さ
せた際の Sの反応も記録した。 
 
４．研究成果 
A:自閉症スペクトラム幼児における自発的
な動作同調の出現時期の特定 
精神年齢が１歳未満の自閉症児では自発的
模倣は観察されなかったが、１歳を超えた１
１名中１０名で同じおもちゃを選ぶこと、さ
らに３名で行動の同調が観察された（下記
表）。今回、幼児が同じおもちゃを手にした
５秒後に、実験者は別のおもちゃに持ち替え
たため動作の同調が観察された幼児は３名
と少なかったのかもしれない。実験者が５秒
より長い時間その動作を持続したなら、さら
に多くの幼児で動作同調が観察された可能
性が高い。 
  

 自発的な動作同調がみられた幼児は、実験
者の手元を見て→実験者と同じおもちゃを
探し→実験者と同じ動作をおこなった。この
一連の行動が成立した後、最終的に正の情動
が表出され、さらに情動表出をしながら実験
者を見ることで、実験者との情動共有が成立
した。情動の共有が自発的模倣の強化子と考
えられる。今後上記の可能性を、定量的に検
討する予定である。自発的模倣がみられなか
った幼児１名は、実験者の手元を見ることが
なかった。注視行動の特性が、後続する模倣
の欠如の要因となっていたのかもしれない。
以上の結果は、「共感性の進化・神経基盤」
第 1回領域会議（総合研究大学院大学（葉山）
において 2014 年 1月 11 日に発表した。 
 
 B:模倣が他個体との社会的糊として機能し
はじめる時期の特定 
自閉症スペクトラム幼児の行動を実験者が
真似したところ、１歳半をこえた自閉症スペ
クトラム幼児たちは、模倣をした実験者への
注視・や接近がふえ、おもちゃの操作頻度が
上がり、操作が多様化した。さらに笑顔も増
えた。このことから、自閉症スペクトラム幼
児は精神年齢１歳半になると、模倣されたこ
とに対する反応を示すことが明らかとなっ
た。この３分間に示された自閉症スペクトラ
ム幼児の興味深いできごとについて紹介す
ると、幼児らの行動の変容に実験者がついて
いけず、うまく模倣できない場合があった。
すると自閉症スペクトラム幼児たちは実験
者の行動の変容を待ち、促し、あるいは自分
の行動をもとに戻し、暫くしてから再び行動
を変容させるなど、多様な試みをおこなった。
これは、自閉症スペクトラム幼児における他
者の行動への同調である。さらに実験者に模
倣されているときに、自閉症スペクトラム幼
児たちは、他の状況では容易に観察されない、
実験者とのアイコンタクトが頻繁に観察さ
れた。 
 
C:ヒト以外の動物においても模倣認知が社
会的糊として機能する可能性の検討 
北九州市到津の森公園で飼育されているチ
ンパンジー数頭を対象に実験者のジャンプ
／スイングに対する反応を調べた結果、３３
歳の雄のチンパンジー１頭のみが実験者の



行動を模倣した。下記表が示すように、実験 
者 Eが先にジャンプをおこなった３４回の中
３０回でチンパンジーS はジャンプをし、実
験者Eが先にスイングをおこなった３５回中
２５回でチンパンジーもスイングをおこな
った。結果、チンパンジーは、何の報酬も得
られないにもかかわらず、実験者の行動を模
倣することが明らかとなった。 
 

 
さらに、行動が同期した後、実験者が動作速
度を変更し、同期を崩壊させたところ、チン

パンジーは即座に動作速度を実験者と同様
に変更し、行動の同期を再び成立させた。チ
ンパンジーが同調の調整をおこなうことが
明らかとなった。また、行動が同調すると、
チンパンジーは正の情動表出をしたことか
ら、行動の同調自体がチンパンジーにとって
正の強化子となる可能性が示唆された。以上
の結果は北海道大学グローバル COE「心の社
会性に関する教育研究拠点」総括シンポジウ
ムにおいて 2011 年に発表し、現在英語論文
として執筆中である。 
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